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明

治
の

東
京
を

描
い

た

詩
（

一

）

1
郁
曼
陀
の

「

東
京
雑
事
詩
」
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は

じ

め

に

　

郁
達

夫
（

一

八

九
六

〜
一

九

四

五
）

の

名
は
、

「

沈

淪
」

一

春
風

沈

醉
的

晩
上
」

な
ど

い

く
つ

か
の

小

説
に

よ
っ

て

目

本
で

も

比

較

的
よ

く

知
ら

れ
て
い

る
。

創
造
社
草

創
期
の

中
心

メ

ン

バ

ー

と
し

て

活

躍
す
る

な
ど
、

中
国
の

近

代
文

学
を

代
表
す
る

作
家
の

ひ

と

り

と

言
っ

て

よ

い
。

彼
に

は
ま

た

旧

体
詩
（

中
国
古

典
詩
）

の

優

れ
た

作
が

あ
っ

て
、

『

郁

達
夫

詩

詞

箋
注
』

（

簷
亜

園
箋
注

　
上

海

古

籍
出
版
社

　
二

〇
〇
六
）

の

よ

う

な

箋
注
も

出

版
さ

れ

て

お

り
、

そ

れ

ほ

ど

数
は

多
く

な
い

が

数
篇
の

先
行
研

死
替
見

る

こ

と

も

で

き
る

。

し

か

し
、

郁
曼
陀
の

名
を

知
る

人
は

あ

ま

り

多
く

な

い

か

も
し

れ

な

い
。

　

郁
達
夫
は

数
え
で

五

歳
の

時
に

父
、

郁
企

曾
を

喪
い

、

代
わ
っ

て
一

家
を

懸
命
に

支

え
た
の

は

も

ち
ろ

ん

そ
の

母
、

陸
氏

で

あ
っ

た
。

け
れ

ど

も
、

十
二

歳
も

年
の

離
れ
た

長
兄
の

郁
曼
陀
（
一

八

八

四

〜
一

九

三

九
）

が

父

に

代
わ

る

存
在
と

な
っ

て
、

様
々

な
面

で

郁
達
夫
に

大
き

な

影
響
を

与
え
た

こ

と

は
、

郁
達

夫
と
い

う

作

家
の

誕
生
に

も
深

く

関
わ
っ

て

お

り
、

け
っ

し

て

見
逃
す
こ

と

の

で

き
な

い

点
で

あ
る
。

　一

九

二
二

年
に

郁
達
夫

が

留

学
の

た

め

に

来
日

し

た
の

も
、

実
は

郁
曼
陀
が

法
律
制
度
視

察
の

た
め

日

本

に

派
遣
さ
れ
た

の

に

伴
わ
れ

て
の

こ

と

だ
っ

た
。

　

郁
曼
陀

、

本

名
は

華、

曼
陀
は

字
で

あ

る
。

浙
江

省
富

陽
の

入
。

→

九

〇
五

（

明
治
三

十
八
）

年
に

来
日

し
、

初
め

早
稲
田

大

学
清

国
留
学
生

部
で

学
び

、

〇

八

年
、

法
政
大
学

専
門
部
法
律

科
に

入

学
、

一

九
一

〇

年
七

月
に

卒
業
し

た

後
、

辛
亥
革
命
勃
発
の

直

前

に

帰

国
。

本

稿
で

扱
う

「

東
京
雑
事
詩
」

七

十

三

首
の

大

半
は
こ

の

留
学
期
間
中
に

作
ら
れ
た

も
の

で

あ

る
。

　

郁
曼
陀

の

生
涯

は
、

本
稿
が

底
本
と

し

た

『

郁
曼
陀

陳
碧
岑

詩

抄
』

（

郁
風

編

　
学
林
出
版
社
代
理

出
版

　
一

九

八
三
）

の

巻
頭
に

置
く

「

郁
華
烈
士

伝
略
」

（

王

昆
侖
撰

、

『

紅
楼
夢
人
物
論
』

で

著

名
）

で

そ
の

あ
ら

ま

し

を

知

る
こ

と

が

で

き

る
。

ま

た
、

稲
葉

昭

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
う
た

二

氏

『

郁
達
夫

　
そ

の

青
春
と

詩
』

（

東

方
書
店

　
一

九

八

二
）

も
郁
曼

陀
の

紹
介
に
か

な

り

の

紙

幅
を

割
い

て

い

る
。

筆
者
が

郁

曼

陀
の

名
を

知
っ

た

の

も、

実
は

稲
葉
氏

の

著

作
を

通
し

て

で

あ

っ

た
。

竹
内

実
編
著
『

岩
波
漢
詩
紀
行

辞
典
』

（

岩
波
書
店
　
二

〇

〇

六
）

に

は

「

東
京

雑
事
詩
」

其
一

・

十
二
・

三

十

九
・

四

十
三

の

四

首
の

訳
注

を

載
せ

る
。

一
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一

　

郁
曼
陀
の

「

東
京

雑
事
詩
」

七

十
三

首
は
い

ず
れ
も
七

言

絶
句

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
こ

ど
の

詩
に

も

詩
の

後
に

自

注

が

あ
る

。

こ

の

七

言

絶
旬

に

自
注
を

加
え

る

と

い

う

形
式
は

、

清
初
に

流
行

し

た

「

外

国
竹
枝
詞
」

の

体
裁
を

襲
っ

た

も
の

で

あ

る
。

「

竹
枝
詞
「

は
、

中
唐
の

劉
禹

錫
以

後
、

多
く
の

詩
人

た

ち
が

そ
の

土

地
そ

の

土
地

の

入

情
風
俗
を

描

く
の

に

用
い

た
。

そ
し

て
、

清
・

王
士

禎
『

漁
洋
詩

話
』

に

「

尤

悔
菴
桐、

在
史
館
作
『

明
史
楽
府
』

。

雖
擬

李
西

涯
、

而

往
往
駕
出

其
上

。

又

常
作
『

外

国
竹
枝
』

百
首

。

（

尤

悔
菴
桐、

史
館
に

在
り

て

『

明
史
楽

府
』

を

作
る

。

李
西

涯

を

凝
す

と

雖
も
、

往
往
に

し

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

か

つ

て

駕
し

て

其
の

上
に

出
づ

。

又

た

常

て

『

外
国
竹

枝
』

百

首
を

作

る
。

）

」

と

見
え

る

よ

う
に

、

清
初
の

尤
桐
が

「

外

国
竹
枝
詞
」

百

首
を

作
っ

た

こ

と

を
契
機
と

し

て
、

中

国
以

外
の

土
地

を
題

材
と

す
る

こ

と

も

多

く
な
り
→

時
に

流
行
し

た

よ

う
で

あ
る

。

尤
桐
の

「

外
国

竹

枝
詞
」

は

『

昭
代
叢

書
』

に

収
め

る

が
、

我

が

国
で

も

一

七

八

五

（

天
明
五
）

年
に

『

昭

代
叢

書
』

本
の

覆
印
が

刊

行
さ

れ

て

お

り
、

今
口
で

は

『

和
刻
本

漢
詩

集
成
』

第
十
八

輯
（

長

澤

規

矩
也

編
　
汲
古

書
院

　
一

九
七

七
）

で

容
易
に

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

た
だ
、

郁
曼
陀

に

直
接
の

影

響
を
与

え
た
の

は

黄
遵
憲
の

「

日

本

雑
事
詩
」

だ
っ

た

だ

ろ

う
。

黄

遵
憲
も
ま

た

「

外

国
竹
枝

詞
」

を

意
識

し

て

い

た
こ

と
は

、

「

日

本

雑
事
詩
」

其
二

百
と

そ
の

自
注

に
、

　

　
「

日

本
雑
事
詩
」

其
二

百

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
し

る

　
　

　
　

　

た

紀
事

祗
聞

籌
海
志

　
事
を

紀
し

て

は

祗
だ

『

籌

海
志
』

を

聞
く

徴
文

空
誦

送

僧
詩

未
曾
遍

読
吾

妻

鏡

慚
付

和
歌

唱
竹

枝

（

自
注
）

…
。

至

尤
西
堂

　

然
述
豊
太

閤
事

、

　

　
「

外

国
竹
枝
詞
」

　

み
。

然

れ

ど

も

豊
太

閤
の

事
を

述
ぶ

る

に
、

　

れ
る
こ

と

言
ふ
べ

か

ら

ず
。

　
の

み

文

を

徴
し
て

は
空

し

く

僧
を

送
る
の

詩

を

誦

す
る
の

み

　

　
か

つ

未

だ

曾
て

遍

く
は

『

吾

妻

鏡
』

を

読
ま

ず

は慚
づ

ら
く
は

和
歌

に

付
し

て

「

竹
枝
」

を

う

た

　
唱
ひ

し

を

　

　

　
「

外
国
竹
枝
詞
」

、

口

本
止

二

首．．

　

巳

謬

不

可
言

。

…
。

（

…
。

尤
西
堂
の

　

　
に

至

り
て

は
、

日

本
は

止

だ

二

首
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

あ

や

ま

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
已

に

謬

　

　

　
　

　

…
。

）

と

あ
る

こ

と

か

ら

明
ら
か

で

あ
る

。

そ
の

意
味
で

は

郁
曼

陀
も
間

接
的
な
が

ら

「

外

国
竹

枝
詞
」

の

影
響
を

受
け

て
い

る

と
言
え
る

だ

ろ

う．、

ま

た
、

「

東

京

雑
事
詩」

其
三

十
一

に
、

　
　

「

東
京
雑
事
詩
」

其
三

十
一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

の

ぞ

残

妝

卸

後
怯

春
寒

　
残

妝

　
卸
き

し

後

　
春
の

寒
き

に

怯
え

　
　

　

　
　

　

　

ひ

そ

　
　
　
　
　
　
　

　

そ

偸
傍
鐙
槐

帯
笑
看

　
偸
か

に

鐙
施
に

傍

ひ

　
笑
ひ

を

帯
び

て

看

　
　

　

　
　

　

　
　

る

簾
外
茘
支
紅
映
肉

　
簾
外

　
茘
支

　
紅

　
肉
に

映
え

動
人

情
処
是

中
単

　
人
の

情
を

動
か

す

処

は

是
れ
中
単

　
（

自
注
）

女
子

襯

衣、

俗

皆

尚
紅
色
。

中

単
、

『

中
華
古
今

　
　

　
注
』

「

襯

衣

也
。

又

名
汗

衫
。

」

黄
公

度
「

日

本

雑
事

　
　

　

　
　

　

　
　

なヒ

　
　

　
詩
」

謂

是
「

褌
」

、

疑
別
有
本

。

（

女
子

の

襯
衣

、

俗

48
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た
ふ

と

　

皆
な

紅

色
を

尚

ぶ
。

中

単
、

『

中
華

古

今
注
』

に

　
　

　

　

　
　

　

　
カ

ん

さ

む

「

襯
衣

な
り

。

又

た

汗

衫
と

名
つ

く
」

と
。

黄
公

度

「

日

本

雑
事
詩
」

　

是
れ
「

褌
」

な

り
と
謂
ふ
、

疑
ふ

ら

く
は

別
に

本
つ

く
有
る

な

ら

ん
。

）

と

の

記

述
が
あ

る
こ

と

か

ら
も
、

郁
曼
陀
が

黄
遵

憲
の

「

日

本

雑

事
詩
」

を
読
ん

だ

こ

と

が
あ

り
、

明

治
の

日

本

を

描
い

た

先
達
と

し

て

意
識
し

て

い

た

だ

ろ

う
こ

と

が

分
か

る
。

　
し

か

し
、

「

日

本
雑
事
詩
」

二

百

首
と
「

東
京
雑
事
詩
」

七

十
三

首
と

で

は、

形

式
こ

そ

共

通

す
る

も
の

の
、

次
に

述
べ

る
よ

う
な

幾
つ

か
の

相
違
点

が

見

ら

れ
る

。

　
　

　
二

　

黄
遵
憲
が

初
代
駐

日

公

使
何
如

璋
の

参

賛
官
（

書
記
官
）

と
し

て

来
日

し

た

の

は
一

八

七

七，
（

明
治
十
）

年
の

こ

と

で

あ

り
、

サ

ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

総

領
事
に

任
命
さ
れ

日

本
を

離
れ
た

の

は
一

八

八

二

年

早
々

の

こ

と

だ
っ

た
。

大

雑
把
に

言
っ

て
、

「

日

本
雑

事

詩
」

は

明

治

十
年

頃
の

日

本
を

描
き

、

「

東

京
雑
事
詩
」

は

明
治
四

十

年
前
後
の

東
京
を

描
い

た

こ

と

に

な
る

。

明

治
政
府
は

「

殖

産

興
業
」

「

富
国
強
兵
」

を
ス

ロ

ー

ガ
ン

に
、

積
極
的
な

欧
化
政
策
を

推
し

進
め
、

国
家
の

近

代
化
を
図

ろ

う
と

し

た
。

首

都
で

あ

る

東

京
に

は

近
代

化
の

波
が
目
に

見
え
る
か

た

ち
で

集
中
的
に

現
わ

れ
、

例
え

ば
、

浅

草
に

高
さ

五

十
二

材
、

十
二

階
建
て
の

凌
雲
閣

が

で

き
た

の

は
一

八

九

〇
（

明
治
二

十

三
）

年
。

東
京
の

街
に

初
め

て

電
車
が
走
っ

た
の

は
、

　｝

九

〇
三

（

明
治
三

十
六
）

年
の

こ

と

だ

っ

た
。

東

京
は

江
戸
の

古
き
良
き

佇
ま
い

を
失
い

つ

つ
、

日

に

日

に

そ
の

姿
を

変
え

て
い

く

こ

と
と

な
っ

た
の

で

あ
る

。

そ
の

た
め
、

三

十

年
の

隔
た

り
は

黄
遵
憲
の

日

本
と

郁
曼
陀
の

東
京
と
の

間
に

非
常

に

大

き
な

違
い

を
も

た

ら

す
こ

と

に

な
っ

た
。

「

東
京

雑
事

詩
」

に

は

「

日

本
雑
事
詩
」

に

描

か

れ

な

か
っ

た

新
し

い

事
物
が

散
見

で

き
る

。

そ

れ

は
、

　
　

「

東亠〔
爪

雑
事
詩
」
　
苙
ハ

五

十
亠

ハ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
リ

く
が

う

　

ひ

か

絶
頂
遊
仙
控
六

鰲

　
絶
頂

　
遊
仙

　
六

鰲
を

控
へ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
れ
い

が

う

凌
雲
閣
上

聴
霊

瞰

　

凌

雲
　
閣
上

　

霊

嫐
を

聴

く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
さ

か

夕

陽
倒
射
黄
金
塔

　
夕

陽

　
倒
し
ま

に

射
る

　
黄
金
の

塔

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
り

ん

り

ん

　
　
　

　

　

　

　

　
げ

き

紅

瓦

鄰
鄰
白
鷁
高

　
紅
瓦

　
鄰

鄰
と
し

て

　
白
鷁

　
高
し

　
（

自
注
）

凌
雲

閣
、

在

浅
草
公

園
内

。

牆
皆
用

黄
磚、

不
堊

。

　
　

　
累
十

こ

級
、

上

有
八

音

琴
、

甚

巨
。

（

凌
雲

閣
、

浅

草
公

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

ぬ

　
　

　
園
内

に

在
り

。

牆
　

皆
な

黄
磚
を

用
ひ

て
、

堊

ら

ず
．

　
　

　

　
　

　

　
か

さ

　
　

　
十
二

級

を

累

ね
、

上

に

八

音

琴
の

、

甚
だ

巨

な

る

有

　
　

　
り

。

）

「

東
京

雑

事
詩
」

五

雲
楼
閣
認

児

家

怕
御
雷
車
逐

電

車

樺
燭
千
条
帰
路
晩

試
鐙
風

細

雨
糸
斜

（

自
注
）

市
有

電
車

、

　
其
五

十
七

五

雲
の

楼
閣
　
児
家
を

認
め

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お

そ

雷
車
を

御
し

て

電
車

を

逐
ふ

を

怕
る

く

わ

し

よ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

モ

樺

燭

　
千
条

　
帰
路
　
晩

く

　

　
　
の

試

み

に

鐙
れ
ば

　
風

　
細
や
か

に

　
雨
糸

　

　
　

斜
め

な

り

　

　

其

駕
行
以

電
力
、

故
較
常
車
為
捷

。
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（

市
に

電
車
有

り
、

其
の

駕
行
　
電
力
を
以

て

す
、

　

　
　

　

　

　

は
や

に

常
車
に

較
べ

て

捷
し

と

為
す

。

）

故

の

よ

う
に

、

右
で

触
れ

た

よ

う
な
「

凌
雲
閣
」

や

「

電
車
」

で

あ

っ

た

り

す

る
。

そ
の

他
に

も
「

珈

琲
店
」

（

其
四

十
三
）

・
「

汽

車

（

火
車
ご

（

其
五

十
）
・
「

電
話
」

（

其
五

十
二
）

・

「

自
転
車
」

（

其

五

十

三
）

・
「

図
書

館
」

（

其
七

十
二
）

な

ど
、

滞
日

中
の

黄
遵

憲

の

目
に

は

ま

だ

あ
ま

り

映
ら
な
か
っ

た

で

あ
ろ

う
事
物
が

描
か

れ

る
こ

と

に

な
っ

た
。

　

ま
た
、

「

日

本

雑
事
詩
」

其
二

百
の

自
注
に
、

　
…
。

今
従
大

使
後
、

択
其
大

要
、

草
『

日

本
国
志
』

成
四

十

巻
。

復

挙
雑
事

、

以

国
勢
・

天

文
・

地
理
・

政
治
・

文

学
・

風

俗
・

服

飾
・

技
藝

・

物

産
為
次

、

衍
為
小
註、

弗
之

以

詩
。

…
。

（

…
。

今

　
大
使
［

駐

日

公

使

何
如
璋
］

の

後
に

従
ひ
、

其
の

大

要

を

択
び
、

『

日

本

国
志
』

を

草
し
て

四

十
巻
を

成
す

。

復
た

雑
事

を

挙

げ
て
、

国

勢
・

天

文
・

地

理
・

政

治
・

文

学
・

風

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

し

俗
．

服

飾
．

技
囈
軋

物

産
を

以
て

次
と

為
し
、

衍
き
て

小

註
と

為
し
、

之

れ
を

鼻

く
に

詩
を

以

て

す
。

…
。

）

と
述
べ

る

よ

う
に
、

黄
遵

憲
は

参
賛

官
が

果
た

さ

な

け
れ
ば
な

ら

な
い

職
務
と
し

て

日

本
研
究

の

書
で

あ

る

『

日

本
国

志
』

の

執

筆

を
企

図
す

る
よ

う
に

な

り
、

「

日

本
雑
事
詩
」

は

そ

れ

に

先
行
す
る

副
産
物
と

し

て

生

み
出
さ
れ

た
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

た

め
、

「

日

本

雑
事
詩
」

二

百

首
全
体

を

通

し

て

み
る
と
、

 
国
勢

　
 
天

文

 
地
理

　
 
政
治

　
 
文

学

　
 
風

俗

　
 
服

飾

 
技
藝

　
 

物
産
　
と
い

う
よ

う
な
あ
る

程

度
き

ち

ん

と

し

た

体

系
の

も
と

に

篇
次
が

な
さ
れ

て

い

る
。

一

方
の

「

東
京
雑
事
詩
」

に

は
、

内
容

的
に
い

く
つ

か
の

グ

ル

ー

プ

に

分
け
る

こ

と

も
可

能
で

は
あ

る
が
、

七

十
三

首
全

体
に

通
底
す
る

明

確
な

体
系
ら
し
い

も
の

は

見
当
た

ら

な
い

。

「

東
京
雑
事
詩
」

其
一

は

「

東
京
雑
事
詩
」

の

総
序
と

し

て

置
か

れ

る
が
、

　

　
「

東
京
雑
事
詩
」

其
一

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ご

ふ

く

わ

い

蓬

観
蘭
台
久

劫

灰

　
蓬

観
・

蘭
台

　
久
し

く

劫

灰

（

※

　

　

　
　

　

　
　

　

灰
」

、

底

本

作
「

衂

灰
」

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
か

ぞ

金
閨
空
数
不

凡

才

　
金
閨

　
空

し

く

数
ふ

　
不
凡
の

才

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
り

う
き
ん

文

章
衰
後
劉
歌
出
　
文

章
　

衰
へ

し

後
　

劉

歡
　

出
で

　

　

　
　

　

　
　

よ

解
記
西

京
雑
事
来

　
解
く
西

京
の

雑
事
を

記
し

来

た

る

「

劫

こ

こ

に

は

黄
遵
憲
が

駐
日

参
賛

官
と

し

て

抱
い

た

よ

う

な

本

格
的

な

日

本

研
究
へ

の

意

欲
は

見
ら

れ

な
い

。

「

東
京

雑
事
詩
」

は

彼
の

言
わ

ば
文

学
趣
味
を

反
映
し

た

も
の

と

見
做
し

て

よ

く、

直
截
に

言

え

ば
、

「

日

本

雑
事
詩
」

は
詩

に

よ

る

史
書
で

あ
り

、

「

東
京
雑

事

詩
」

は

詩
に

よ

る
エ

ピ

ソ

ー

ド

集
、

『

西

京
雑
記
』

の

よ

う
な

小

説

類
な
の

で

あ

る
。

次
の

よ

う
な
、

　
　
「

東
京
雑
事
詩
」

其
十
四

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

よ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　エ
ノ

モ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

カ

杜
鵑
啼
血

椀
霊
衣

　
杜
鵑

　
洫〕
を

婦
塾

て

　
霊

衣
を

椀
し

　
ふ

る

累
我
青
衫
涙
一

揮

　
我
が

青

衫
を

累
な

ひ

て

　
涙

　
一

た

び

揮
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ふ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

と

も
し

ぴ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ
ん

ば
ん

紅
伎

囲
鐙
春

碗
晩

　
紅
伎

　

鐙

を

囲
み
て

　
春

　
腕

晩

た

り

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

う
た

歌
場
聴

唱
不
如
帰

　
歌
場
に

唱

を
聴
く
は

　
帰
る
に

如
か

ず

　
（

自

注
）

『

不

如

帰
』
、

小

説
名
、

復
有

演
爲
戯
劇

者
。

見
者

　

　
　
莫
不

哀
之

至
。

有

作

歌
謳

詠
之

者
。

（

『

不

如

帰
』

、

小

　

　
　
説
の

名
、

復
た

演
じ

て

戯
劇
を

為
す
者

有
り

。

見
る
者

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

カ

お

う

　

　
　

　
哀
し

ま

ざ
る

莫
き

に

之

れ
至
る

。

歌

謳

を
作
り

て

之

　

　
　
れ
を
詠
ふ

者
有
り

。

）

　
　

「

東
京
雑
事
詩
」

其
三

十
五

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　げ

手

斟
杯

酒
強

君
歓
　

手
つ

か

ら

杯
酒
を

斟
み

　

君
に

歓
を

強
ふ

慟

哭
何

堪
作
女

冠

　
慟
哭

す
る

も

　
何
ぞ

堪
へ

ん

　
女
冠
と

作

　
　

　

　
　

　

　

　

る

を

別

有
凄
涼
心

事
在
　
別
に

凄
涼
た

る
心

事
の

在
る

有
り

背
人

初
読

結
婚

難

　
人

に

背
き
て

初
め

て

読

む

　
『

結
婚
難
』

　
（

自
注
）

『

結
婚
難
』
、

小

説
名

。

俗
亦

有
為
尼
者

、

皆

有
激

　
　

　
之

者
耳

。

（

『

結

婚
難
』
、

小
説
の

名
。

俗
に

も

亦

た

有

　
　

　
尼

と

為

る

者

有
り

、

皆
な

之

れ

に

激

す

る

者

有

る
の

　
　

　
み

。

）

日

本
に

於
け

る

当
時
の

ベ

ス

ト
セ

ラ

ー
小

説
を
題

材
と

し

た

詩

か

ら

餌
ビ

鄰
曼

陀
の

強
い

文
学
趣

味
を

窺
い

知

る
こ

と
が

で

き

る
。

『

不
如

帰
』

は
、

徳
冨

藍
花
の

長

編
小

説
。

｝

八

九

八

（

明
治
三

十
一
）

年
十
一

月
か

ら

翌

年
五

月

ま

で

『

国
民
新

聞
』

に

連

載
。

一

九

〇
〇

年
一

月
、

民

友

社
刊

。

明
治
期

屈
指
の
ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

で

あ
る

。

其
三

十
五

に

描
か

れ

る

「

結
婚
難
」

は

徳
田
秋
声
の

作
。

一

九

〇

三

（

明

治
三

十
六
）

年
十
二

月

か

ら

翌
年
二

月
ま
で

「

読

売
新
聞
」

に

全
六

十
回
連
載

。

留
学

生

生

活
の

合
間
に

日

本
の

小

説
を

読
む

楽
し

み
は

、

や

が

て

弟
の

郁
達
夫

に

も

引
き
継
が

れ

る
。

　

黄
遵
憲

が

駐
目

参
賛
官
だ
っ

た

た

め

に
、

日

頃
交
流
の

あ
っ

た

日

本
人
の

多
く

は

明
治
政

府
の

役
人
で

あ

り

漢
学
者
で

あ
っ

た

の

に

対
し
、

郁
曼
陀
は

良
く
も
悪

く

も
．

介
の

留
学
生
に

過
ぎ
な
か

っ

た

た

め
、

彼
の

目
線
は

黄
遵
憲
よ

り

も

も

う
少
し

低
か
っ

た

と

言
え

る

だ

ろ

う
。

「

艶

書
（

其
二

十
五
）

」

「

媚
薬
（

其
三

十
二
）

」

な

ど

が
題

材
と

な
っ

て

描
か

れ

る
の

が

そ

の

例
で

あ
る

。

今
、

媚

薬
の

方
を

例
に

挙
げ
る

。

　
　
「

東
京

雑
事
詩
」

其
三

十
二

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ね
た

　

　
　

　
い

得
食
倉
庚

炉
可
療

　
倉
庚
を

食
ひ

得
れ

ば

　
炉
み

　
療
や

す
べ

　
　

　

　
　

　

　
　

し

荒

唐
物
理
毎
疑
妖

　
荒
唐
の

物
理

　
毎
に

妖

な
る
か

と

疑
ふ

年
来

莫
怪
相

思
苦

　
年
来

　
相
思
の

苦
し

む

を

怪
し

む

莫
か

れ

衣
底
分
明
有
黒
焼
　
衣
底

　
分
明
　
黒

焼
有
り

　

（

自
注
）

市
有
媚
薬
日

黒

焼
。

分
佩

之
、

令
人

相
思

。

聞
燬

　
　

　
守
宮
等
合
成
者

。

（

市
に

媚
薬
の

黒

焼
と
日

ふ

有
り

。

分

　
　

　
か

ち

て

之

れ

を
佩
ぶ

れ

ば
、

人

を
し

て

相
ひ

思

は

し

む
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

や

　
　

　
聞
く

　
守
宮
等
を

燬
き
て

合
成
せ

し

者
と

。

）

　
く
ろ

や

き

「

黒

焼
」

は

薬
用

と

す
る

た
め

の

動
植
物
を

焼
い

た

も
の

だ

が
、

　

　
い

も

り

俗
に

井
守
の

黒

焼
は

媚
薬
と

し

て

効
果
が

あ

る
と

い

う
。

こ

の

詩
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や

右
に

引
い

た

其
五

十
七

の

自
注
に

は

「

市
」

の

語

が

見
え

る
。

郁
曼
陀
は

市

井
の

人
々

の

暮
し

を
好
ん

で

描
い

た
。

そ
の

た

め
、

先
に

見

た

其
三

十
一

、

三

十
五

の

自
注
も
そ

う
で

あ
っ

た

よ

う
に
、

「

東
京
雑
事
詩
」

の

自

注
に

は

「

俗
」

と

い

う
表

現
が

し

ば
し

ば

見

ら
れ

る

こ

と
に

な
っ

た〔
噂

　
ま

た
、

当
時
の

ス

キ
ャ

ン

ダ
ル

を
題

材
に

し

た

次

の

よ

う
な

作

品

も
あ
る

。

　

　
「

東
京

雑
事
詩
」

其
五

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ふ

春
城

帰
馬

蹴
花

驕
　
春

城

　
帰
馬

　
花
を

蹴

み
て

驕
り

回
首
三

台
近

絳
霄

　
首
を

回

ら
せ

ぱ
　
三

台

　
絳
霄
に

近

し

咋

夜
侍
中
新
拝
表

　
昨
夜

　
侍
中

　
新
た
に

表
を

拝
し

酒
家
到
処
売
金

貂

　
酒
家
　
到
る

処

　
金
貂

を
売
る

　
（

自
注
）

議

院
開
閉

、

皆
以
春

。

今
年

議
員
坐

貨
敗

、

繋
獄

　

　

者
且
二

十
人

。

（

議
院
の

開
閉
、

皆
な

春
を
以

て

す
。

今

　

　

年

　
議
員

　
貨
敗
に

坐
し
、

獄
に

繋
が

る

る

者

　
且

に

　

　

二

十
人

に

な

ら

ん

と

す
。

）

こ

れ

は
、

　一

九

〇

八

（

明

治
四
十
一
）

汚
職
事
件
を
題

材
に

す
る

。

ま

た
、

年
に

発
覚
し

た

日

本

製
糖

　

　
「

東
京
雑
事

詩
」

其
二

十
二

宮
禁
争
伝

艶
事

新
　
宮

禁
　
争
ひ

て

伝
ふ

　
艶
事
の

新
た

な

る

　

　
　

　

　
　

　

　

を

掖
庭
麗

市
号
多
春

　
掖
庭
　
麗

市
　
春
多
き

を

号
す

相
公

垂

老

功

名
重

　
相
公

　
垂

老

　
功
名

　
重

し

金
印
何

堪
換

美
人
　
金

印
　
何
ぞ

堪
へ

ん

美

人
に

換
ふ

る

に

　
（

自
注
）

田

中

宮
相
、

見

少

女
小

林
某
、

惑
之

欲
為
妻

。

朝

　
　

　
議
非
之
、

遂

掛
職

去
。

日

＝

宮
内
大
臣

足

以
嚇

老

夫

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

な
に

が

し

　
　

　
哉

。

」

（

田

中
宮
相

、

少

女
小

林

某

を

見
て

、

之

れ

に

　
　

　
惑
ひ

て

妻
と

為
さ
ん

と

欲
す

。

朝
議

　
之

れ

を
非
と
し

、

　
　

　
遂
に

職
を

掛
け

て

去

る
。

曰

く
「

一

宮
内
大
臣

　
以
て

　
　

　

　
　

お

ど

　
　

　
老

夫
を

嚇

す
に

足

ら
ん

や
」

と
。

）

一

九

〇
九

（

明
治
四

十
二
）

年
一

月
二

十
日

付
の

「

東
京

朝

日

新

聞
」

が
、

当
時
六

十

七

歳
だ
っ

た

官
内
大
臣

田

中

光
顕

が
、

二

十

一

歳
の

小

林
孝

子
と

結

婚
す
る

予

定
で

あ

る

と

報
じ

た
。

こ

れ
が

次
第
に
一

大
ス

キ

ャ

ン

ダ
ル

へ

と

発
展

し
、

結
果
と
し

て

田

中

光

顕
は

宮
内
大
臣

罷
免
の

憂
き

日
を

見
る

こ

と

に

な
っ

た
。

郁
曼
陀

が

法
政
大

学
で

法
律
を

学
び
、

辛
亥
革
命
後
は

裁
判
官
と

し

て

活

躍
し

た

こ

と

を

考
え

合
わ

せ

れ

ば
、

国
会
議

員
の

汚
職
事
件

、

政

府
高
官
の

醜
聞
に

対
し

て

関
心

を

抱
い

て

い

た

こ

と

も
、

或
い

は

当

然
の

こ

と

だ
っ

た

と

言
え

る

か

も
し

れ

な
い

。

し

か

し
、

右
に

掲
げ
た

作
品

か

ら

は
、

政

治
を

指
弾
し

た

り

批
判
し

た

り

し
よ

う

と
す

る

積

極
的
な
意
図

は

特
に

感
じ

ら

れ
な
い

よ

う
に

思
う

。

第

2
句
「

麗
市
」

、

見

慣
れ

な
い

語
だ
が
、

都
下
の

市
井
を

意
味
す
る

だ
ろ

う
。

作
品

は

東
京

下
町

に

暮
ら

す

市
井
の

人
々

が

日

々

の

憂

さ
晴
ら

し
の

た

め

に

す
る

噂

話
を

題

材
に

、

ユ

ー
モ

ア

を

交
え

た

筆
致
で

描
き
出
し

た

に

過
ぎ
な
い

。

「

東
京
雑
事
詩
」

全

体
を
眺

め

わ

た

し

て

み
て

も
、

東
京
の

街
の

最
底
辺
に

生

き

ね

ば
な
ら

な

か
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っ

た

貧
困
層
が

描
か

れ

る
こ

と

は

な
い

。

首
の

色

調
は

明
る
い

。

　

三

黄
遵

憲
自
身
が

「

東

京

雑
事
詩
一

七

十
三

「

日

本

雑
事
詩
」

序
に

、

　

…
。

時

値
明

治
維
新
之

始
、

百

度

草
創

、

規

模
尚
未

大

定
。

…
。

及

閲
歴
日

深、

聞
見
日

拓、

頗
悉

窮
・

変
・

通
・

久

之

理
、

乃

信

其
改
従
西

法
、

革
故
取
新

、

車
然
能

自
樹
立

。

…
。

嗟
夫
、

中

国
士

夫
、

聞
見
狭

陋、

於
外
事
向

不
措
意

。

今
既
聞

之

矣
、

既
見
之

矣、

猶
復

縁
飾
古

義
、

足
己

自
封

。

…
。

（

…
。

時
に

明

　

　
　

　

　
　

　
あ

治

維
新
の

始
め

に

値
ひ

、

百

度

　
草
創
し

、

規

模

　
尚
ほ

未
だ

大
い

に

は
定

ま
ら
ず

。

…
。

閲
歴

　
日

び

に

深
く
、

聞

見

　
日

　

　
ひ

ら

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
し

び

に

拓

き
、

頗
る

窮
・

変
・

通
・

久
の

理

を

悉

る

に

及
び

、

乃

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ふ

る

　

　
　

あ

ら

た

ち

其
の

改

む
る

に

西
法
に

従
ひ

、

故
き

を

革

め

新
し

き

を
取

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

あ

　
あ

り
、

卓
然
と
し

て

能
く

自
ら

樹
立

す

る

を

信
ず

。

…
。

嗟
夫

、

　

　
　

　

　
　

　

　

け
ふ

ろ

う

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

さ

き

中

国
の

士

夫
、

聞
見

　
狭

陋
に

し

て
、

外
事
に

於
い

て

向
に

意

　
お

を

措
か

ず
。

今
　
既
に

之
れ

を

聞
け

り
、

既
に

之

れ

を

見
た

る

に
、

猶

ほ

復
た

古

義
を

縁
飾
し
、

己

に

足

り

て

自
ら

封

ず
。

…
。

）

と

記
す
よ

う
に
、

「

日

本

雑
事
詩
」

は

何
よ

り

も

明
治
維

新

後
急

速

に

近
代
化
n

西
洋
化
を

推
し

進
め
つ

つ

あ
っ

た

日

本
の

姿
を

中

国
の

人
々

に

知

ら
し

め

る
た

め
の

手

段

で

あ
っ

た．、

つ

ま

り
、

「

日

本

雑

事
詩
」

本
体

も
そ

こ

に

附
さ
れ

た

自
注

も
中

国
の

知
識
人

を

読
者

と
し

て

想

定
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

例
え

ば
、

い

た

「

日

本
雑
事
詩
」

其
百
二

十
二

は
、

花

見
の

様
子

を

描

　

　
「

目

本
雑
事
詩
」

其
百
二

十
二

　

　
　

　

　

　
　

　
あ

　
さ

朝
曦
看
到

夕

陽
斜

　
朝
曦
よ

り

看
て

夕

陽
の

斜
め

な
る

に

到
り

流

水
遊

龍
闘
宝

車
　
流
水

　
遊
龍

　
宝

車
を

闘
か

は
す

　

　
　

　

　

　
　

　

　

や

宴

罷

紅
雲

歌

絳
雪
　

宴
　

罷
み

て

　
紅

雲
に

絳
雪
を

歌
ひ

東

皇

第
一

愛
桜
花

　
束
皇

　
第
．

に

桜

花
を

愛
す

　
（

自
注
）

桜

花、

五

大

部
洲
所

無
。

有
深

紅
、

有
浅
絳
、

亦

　

　
　

有
白
者
、

一

重
至

八

重
、

爛
慢
極
矣

。

種
類

桜

桃、

花

　

　
　
遠

勝
之

。

疑
接

以
他
樹
、

故
色
相
亦
変

。

三

月
花
時

、

　

　
　
公

卿
百

官
、

旧

皆

給
假
賞
花

。

今
亦
香
車
宝

馬
、

士

女

　

　
　
徴
逐

、

挙
国
若
狂

也
、

東
人

称
為
花
王

。

墨

江
左
右
、

　

　
　
有
数
百

樹、

如

雪
如

霞、

如
錦
如
荼

。

…
。

（

桜
花、

五

　

　
　
大
部
洲

に

無
き

所
な
り

。

深
紅

有
り

、

浅
絳
有
り
、

亦

　

　
　
た

白

き
者
有

り
、

　一

重

よ

り

八

重
に
至

る

ま

で
、

爛
爆

　

　
　
た

る
こ

と

極
ま
れ

り
。

種
は

桜

桃
に

類
す
る

も
、

花
は

　

　
　

　

　

　
　

ま

さ
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
つ

　

　

遠
く
之

れ
に

勝
る

。

疑
ふ

ら

く
は

接

ぐ
に

他
樹
を
以
て

　

　
　
す、

故
に

色
相
も

亦
た

変
ぜ

し

か

と
。

三

月

　
花
の

時
、

　

　
　

　

　

　
　

　
も

　

　
　
公

卿
百

官、

旧

と

皆
な

假
を

給
ひ

て

花

を

賞
し

き．、

今

　

　
　
も
亦
た

香
車
・

宝

馬
、

士

女

　
徴

逐

し
、

国
を

挙
げ

て

　

　
　
狂
す

る

が
若
き

な
り
、

東
人

　
称

し

て

花
王

と

為
す

。

　

　
　
墨
江
の

左

右
に
、

数
百

尉
有
り
、

雪
の

如
く

霞
の

如

く
、

　

　
　

　

　

　

と

　

　

錦
の

如
く
荼
の

如

し
。

…
。

）
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と
、

自
注
の

後
半
で

日

本
で

は

花
見
が

い

か

に

盛
ん

な
行
事
で

あ

る

か

に

言
及

す

る

だ

け
で

な
く

、

前
半
で

は

桜
に
つ

い

て

も
花
の

色

や
形
な
ど

か

ら

具
体
的

な
説

明
を
加
え

な

け
れ

ば

な
ら
な
か

っ

た．、

中
国
の

人
々

に

と
っ

て

は
日

本
の

花
見

と

い

う
行

事
そ
の

も

の

が

も

の

珍
し

か
っ

た

の

だ

ろ

う
し

、

桜
の

花
に

も

あ

ま

り

馴

染

み

が

な

か
っ

た

た

め

に
、

こ

の

よ

う
な

自
注

が

必
要

だ

と

考
え

た

の

だ

ろ

う
。

郁
曼
陀
の

「

東
京

雑
事
詩
」

に

も
花
見

を
描
い

た

作

が

あ
る

。

　

　
「

東
京
雑
事

詩
」

其
四

樹
底
迷
楼
画
裏
人
　
樹
底
　
迷
楼
　
画
裏
の

人

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ド
ブ

金
釵
沽
酒
酔
余
春

　
金

釵
　
酒
を
沽
る

　
酔
余
の

春

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
そ

う

そ

う

鞭
糸
車

影
恩
恩
去

　

鞭
糸

　
車

影

　
恩

恩
と

し

て

去

り

十
里

桜
花
十
里

塵

　
十
里

の

桜
花
　
十

里
の

塵

先
に

も
触
れ

た

が
、

こ

の

作
に

は

そ
も
そ

も

自

注
が

な
い

。

黄

遵

憲
の

「

日

本

雑
事
詩
」

と
い

う

先
行

作
品

が

あ
っ

た

た

め

に
、

郁

曼

陀
に

は

詳
し

い

自
注

を
付
け

る
必

要
が

感
じ

ら
れ

な
か

っ

た

の

か

も
し

れ
な

い
。

で

は
、

次
の

よ

う
な

作
品

は

ど
う

だ

ろ

う
か

。

「

東
京

雑
事
詩
」

飲
到

屠
蘇
一

歳
除

春
華
荳
蒄
十
三

余

新

年
依
例
称

遥
賀

　
其
二

屠
蘇
を

飲
み

到
る

　
一

歳
の

除

春

華

荳
蒄

　
十
三

余

新
年

　
例
に

依
り

て

称
す

　
遥
か

に

賀
す

　
と

手
署
同

心

絵

葉
書
　
手
つ

か

ら

署
す
　
同
心
の

絵
葉
書

　
（

自
注
）

郵
片
之

絵
画
者

日

絵

葉
書

、

毎

用

以

賀
歳

。

（

郵
片

　
　

　
の

絵

画

あ

る

者
を

絵

葉
書
と

日

ふ
、

毎
に

用
ひ

て

以

て

　
　

　
歳
を

賀
す

．

）

　

　

な　

年
賀
状

を

題

材
と
す
る

作
品
で

あ
る

。

実
は

「

年

賀
状
特

別

扱
ひ

の

始
め

　

年
賀
状
が
、

年

末

歳

首
に
一

時
に

輻
湊
し
、

取

り

扱
ひ

上
の

混
雑
い

は

ん

か

た

な

し
。

よ

り

て

こ

れ

を

防
ぐ
が

た

め

に
、

十
二

月
十
五

日

よ

り
、

集
ま

る

に

随
ひ

て
一

月
一

日
の

消

印

を

捺

し
、

こ

れ

を

元
旦

に

配

達
す

。

す

な
は

ち
年
賀
状
特
別
扱
ひ

な

り
。

明

治
三

十

九

年

末

よ

り

行

ひ

た

る

を
始
め

と

す
。

」

（

石

井
研
堂

『

明
治
事

物
起

源
5

』

　

筑

摩
書
房

　
一

九

九

七
）

と

あ
る
よ

う

に
、

年
賀

状
を

今
日

と

同

様
に

元
旦

に
一

斉
配

達
す
る
よ

う

に

な

っ

た
の

は
冖

九

〇

六

年
か

ら
の

こ

と

だ
っ

た
。

明
治
四

十
年
の

元

旦
、

日

本
全

国
津
々

浦
々

年

賀
状
が
｝

斉
に

届
く

様
は
、

郁
曼
陀

に

と
っ

て

も
目

新
し

い

出

来

事
だ
っ

た

は

ず

で

あ

る
．

黄
遵
憲
で

あ

れ
ば

、

も
う

少
し

詳

し
い

自
注

を
施
し

て

年
賀
状
の

遣
り

取
り

と
い

う
日

本
の

風

習
に
つ

い

て

説
明
を
加
え

、

中
国
の

読
者
に

対

し

そ
れ
な
り
の

配
慮
を

示

し

た

は

ず
で

あ
る

。

し

か

し
、

郁
曼
陀

は

こ

の

点
に
つ

い

て

ま
っ

た

く
言

及
し

よ

う
と

し

な
い

。

　

　

　
お

わ

り

に

　

郁
曼
陀
が
中

国
の

人
々

に

は

分
か

り

難
か
っ

た

は

ず
の

、

日

本

独

自
の

風

俗
や

習
慣
な

ど

に

つ

い

て

多
く
の

説
明
を

加

え

よ

う

と

し
な

か
っ

た

の

は
、

「

東
京
雑
事
詩
」

の

大

半
が

日

本
の

雑

誌
に

掲
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載
さ

れ
た

も
の

だ
か

ら

で

あ

る
。

本

稿
が

底

本

と

し

た

『

郁
曼
陀

陳
碧

岑

詩

抄
』

は

「

東

京

雑
事
詩
」

七

十
三

首
の

末
尾

に
、

、

右

『

東

京
雑
事

詩
』

七

十

三

首、

曼
陀
先
生

留
学
日

本
時

所
作、

成

於

清
光

緒

三

十
一

年
乙

巳
、

宣

統
二

年
庚

戌
之

問
。

曾

先
後

在

『

民

仔
報
』

及
『

南
社

叢
刊
』

中
刊
布

清
艷
綺

麗
一

時

称
絶

。

惟

『

南
社

叢
刊
』

僅
載
『

東
京
雑
事
詩
』

四

十
七

首、

『

民
吁

報
』

所

発

表
者

亦

復
不

全
。

茲

依
先
生
手
写

本
所
録
、

全

帙

附
刊
於

此
。

（

右
『

東
京

雑
事
詩
』

七

十
三

首
は
、

曼
陀
先
生

の

日

本
に

留
学

せ

し

時
の

作
る

所
に

し

て
、

清
の

光
緒
三

十
一

年

乙

巳
、

宣

統
二

　

　

　
　

　

　
　

　

　
か
ワ

年

庚
戌
の

間
に

成
る

。

曾
て

先
後
し

て

『

民

呼

報
』

及

び

『

南
社

叢
刊
』

中
に

在
り

て

清
艶
・

綺
麗
を

刊
布
し

て
一

時
に

絶
な

る
を

称
せ

ら
る．、

惟
だ

『

南
社

叢
刊
』

　

僅
か

に

『

東
京

雑
事
詩
』

四

十
七

首

を

載
せ

る
の

み

に

し

て
、

『

民
吁
報
』

の

発
表

す

る

所
の

者

も
亦
た

復
た

全
か

ら

ず
。

茲
に

先
生

の

手

写

本
の

録
す
る

所
に

依

り
て

、

全

帙

　
附
し

て

此
に

刊
す

。

）

」

と
い

う
葉

秋
原
の

識

語

を

載
せ

る

が
、

日

本

で

の

掲

載
誌
な

ど

に

つ

い

て

は

ま
っ

た

く

触

れ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
へ
む　

て

い

な

い
。

し

か

し
、

稲
葉
昭
二

氏
の

綿
密
な

調
査

に

よ
っ

て
、

郁
曼

陀
が

留
学

期
間

中
に

多
く
の

詩

を

雑

誌
な
ど

に

投

稿
し

て

い

た

こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

て

い

る
。

郁
曼

陀
の

主

な
投

稿
先

は
、

　

　

　
　

　

　

つ

る

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

すね

総
合
雑
誌
「

太

陽
｝

と

漢
詩
雑
誌
「

随
鴎

集
一

で

あ
っ

た
。

今
日

の

日

本
で

は

新
聞

や

雑
誌
に

短

歌
、

俳
句

、

川
柳
な
ど

の

投

稿
欄

が

あ
る

。

同
じ

よ

う
に
、

明

治
・

大

正

期
ま

で

は

「

漢
詩
」

の

投

稿
欄

も
あ
っ

た

し
、

む
し

ろ

こ

ち
ら
の

方
が

中
心

だ
っ

た
。

つ

ま

り
、

郁
曼
陀

は

「

東
京

雑
事
詩
」

の

多
く
を

日

本

人
を
読
者
と

し

て

作
っ

た

の

で

あ
る

。

黄
遵
憲
の

「

日

本
雑

事
詩
」

は

中
国
の

知

識
人
を
読
者
と

し

て

作
ら

れ
た

も
の

で

あ

り
、

こ

の

点
が

実
は

両

者
の

最
も

大

き

な
違
い

だ

と

考
え
ね

ば

な
ら

な
い
。

　

郁
曼

陀
が

雑
誌
に

自

作
の

漢
詩
を

投
稿
し

て

も、

必

ず

採

用
、

掲
載
さ

れ

る

と
い

う
わ

け

で

は

な

か
っ

た
。

雑
誌
の

投
稿
欄

に

は

選

者
が

い

て
、

そ
の

人
の

眼
鏡
に

適
わ

な

け

れ

ば
採
用

、

掲

載
さ

れ

な
い

。

そ

う
い

う
わ

け

で
、

郁
曼
陀
は

選
者
の

眼
鏡
に

適
う

よ

う
に

詩
を

作
ら

ざ
る

を

得
な
か
っ

た
。

そ
の

よ

う

な

表
現
上

の

工

夫
に

こ

そ

「

東
京

雑
事
詩
」

の

面
白
さ

を

見
出
し

得
る
の

で

は

な

か

ろ

う
か．、

右
に

引
い

た

「

東
京

雑
事
詩
」

其
二

で

も

詩
中
に

敢

え

て

「

絵

葉
書
」

と

い

う

ま
っ

た

く
の

日

本
語

を

取
り

込
ん

で
い

る
。

日

本
人

で

あ

れ

ば
こ

の

語

は

何
の

問

題
も

な

く
理

解
で

き
た

は

ず
だ

が
、

　
漢
詩
」

と

い

う

表
現
形
式
に

於
い

て
は

本
来

排

除
さ

れ

る
べ

き
語

で

も
あ

る
。

そ
こ

で

郁
曼
陀
は

わ

ざ
わ

ざ

「

郵

片
之

絵

画
者
日

絵

葉
書、

毎
用

以

賀
歳

。

」

と

の

自
注

を
施

し

た
。

こ

の

よ

う
な

自
注
の

付
け

方
が

日

本
人
の

漢
詩
「

作

法
」

に

合
致
す
る

と

判
断
し

た
の

だ

ろ

う
。

彼

は
、

中
国
人

で

あ

り

な

が

ら
、

中
国

の

詩
の

模
倣
を

基
礎
と

す
る

日

本
漢
詩
の

…

作
法
」

に

従
お

う
と

努
め

た

わ

け

で

あ

る
。

そ

れ

は
、

中
国
人

で

あ

り

な

が

ら

敢
え
て

「

和
習
」

を

作
る
こ

と

で

も
あ
り

、

ひ

い

て

は

「

日

本
漢
詩
」

を

作
ろ

う

と

す
る

試

み
で

あ
っ

た

と

言
え

る
だ

ろ

う
。

　

以

上

に

述
べ

た

よ

う
な
観
点
か

ら
「

東

京
雑
事
詩
」

全

体
を

読

み

直
す

作
業
を
続
け

な

け

れ

ば

な
ら

な
い

。

ま

た
、

随
鴫
吟
社
を

中
心
と

す
る

明
治
漢
詩

壇

と

の

関
わ

り
に

つ

い

て

も

調
査

が

必
要

だ

ろ

う
。

ま

だ

や
る
べ

き

こ

と

は

多
い

。

い

ず

れ

稿
を

改
め

て

論

じ

た

い
。
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注

（
1
）

郁
達
夫
の

旧

体
詩
に

つ

い

て

は

次
の

よ

う
な

先
行
研
究
が

あ

る
。

　

加
藤
誠

「

郁

達
夫
の

旧

詩
に

つ

い

て

（
上
）
」

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　〔
『

野

草
』

第
十
八

号

　
一

九
七

六
）

　

加

藤
誠

「

郁

達
夫
の

旧

詩
に
つ

い

て

（
下
ご

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　〔
『

野
草
』

第
二

十

号

　
一

九

七

七
）

　

胡
金
定

「

郁
達
夫
詩
試

論
」

　

（

「

阪
南
論

集

　
人

文
・

自

然
科

学
編
」

二

十
九

ー
四

　
一

九

九

四）

（
2
）

第
一

首
と

第
四

首
に

は

も

と

も
と

自
注
が

な
か

っ

た

よ

う
で

あ

り
、

　

第
七

十
三
首
に

は

底
本
に

「
原
注

闕」

と

あ

る、

（
3

）

但
し
、

現

行
の

「
目

本

雑
事
詩
」

に

は

自
注
も

含
め

て

「

褌
」

字

　

　

　

　
　
　

ゆ
も

じ

　

は

見
え

ず
、

「

囲
裙
」

を

描
い

た

其

百

四

十
一

の

自
注
に

「
褌
」

字
が

　

見
え

る
だ

け
で

あ
る

。

郁
曼

陀
の

記

憶
違
い

で

は

な
い

か

と
思

う
。

（
4
）
「

東
京
雑

事
詩
」

七

十
三

首
の

内
、

自

注
に

「
俗
」

字
が

現
わ
れ

る

　

詩
と

そ
の

題

材
を
挙
げ

る

と

次
の

よ

う
に

な
る。

其
六

（
雛
祭）

其
十
八

（

端

午
節）

其
二

十
四

其
二

十
八

其
三

十
一

其
四

十
九

其
五

十
三

其
六

十
二

其
六

十
九

（
稲
荷
神
社）

（
腹
巻）

（
下
着）

（
白
河
夜
船
V

（
自

転
車
）

〔
菊
花
酒
）

（
『

論

語
』

ブ

ー
ム
）

其

十
「

（

皇

女）

其
二

十
三

（
不

忍
池

弁
財
天
）

其
二

十
五

（
艶
書∀

其
二

十
九

（
写

真
）

其
三

十
五

（
『

結
婚

難
』
）

其
五

十
（
汽
車）

甘
六

六

十
　（
目

曜亠
日
）

其
六

十
六
　（
別
露
鐙

（
5

）

興

味
深
い

こ

と

に
、

こ

こ

に

は

「
絵
葉
書
」

「

郵
片
」

の

語
が
見

ら

　

れ
る

。

「
絵

葉

書
」

は

も

ち
ろ

ん

日
本

語
、

和

製
漢
語

で

あ

る
。

「

郵

　

片
」

は

近

代
中
国

語

に
見

ら

れ
る

語

で
、

現

代
中
国
語
な

ら

「

明

信

　

片」

に

相

当
す
る。

郁
曼
陀
の

「

東
京

雑
事

詩」

全

体
を

通
し

て、

和

　

製
漢
語

、

中
国
語

古
典
語
彙、

さ

ら
に

ア

ヘ

ン

戦
争
期
以

降
新
し

く

作

　

ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

白
話

語
彙
が
並

存
す
る

例
が

多
々

見
ら

れ
る

。

　

も

ち
ろ

ん
こ

の

現

象
は

「

日

本
雑

事
詩」

に

も
見
ら

れ
る

の

だ
が
、

先

　

に

述
べ

た

よ

う
に
「
東
京
雑

事
詩」

は

そ
れ
よ

り

も
三

十

年
ほ

ど

新
し

　

い

の

で
、

漢
語
語

彙
の

通
時

的
研

究
を

進
め

る

上

で

ま

た

異
な

る
価
値

　

を
持
つ

と

思
わ

れ
る

。

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

う

た

（
6

）

稲
葉
昭
二

氏

『

郁
達
夫

　
そ
の

青

春
と

詩
』

（
東
方
書
店
　
一

九

八

　

二
）

に

載
せ

る
「

郁
曼
陀
　
作
品
｝

覧
（
留
目

時

代
）
」

は
、

郁
曼
陀

　

が

投
稿
し

た

詩
の

題
、

投
稿

先
雑
誌
名
と

そ
の

号

数
な

ど
が
一

覧
表
に

　

な
っ

て

い

る。

〔
7V

「
太

陽
」
、

　一

八

九

五

（
明

治
二

十
八
）

年
「

月
に

博
文

館
か

ら
創

　

刊
さ

れ
た

総

合
雑
誌
。

月
刊、

四
六

倍
判

、

本
文
二

百
ペ

ー
ジ
、

定
価

　

十
五

銭
。

一

九
二

八

（
昭
和
三
）

年
二

月、

第
三

十
四

巻
第
二

号
（
通

　

算
五

百
三

十
冊）

ま
で

発
行
し

て

廃
刊

．

（
8
）

「

随
鴎
集
」

、

随
鴎
吟
社
発

行
の

漢
詩

雑
誌
。

　一

九

〇
四

〔
明

治
三

　

十
七
）

年
創

刊。

森
槐
南
を
主
盟

、

大
久

保
湘
南
を
主

幹
と

し
た

。

一

　
九

三

七

（

昭

和
←
二
）

年
八

月、

第
三

九

四

号
ま
で

を

出
し

た
。

一 56 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


